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吉田町地域福祉に関するアンケート調査結果 

１ 町民調査 

（１）回答者属性 

問 年齢はおいくつですか。（令和３年１１月１日現在） 【○は１つだけ】 

「40 歳代」の割合が 17.9％と最も高く、次いで「50 歳代」の割合が 16.8％、「70～74 歳」の

割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 現在、お住まいの地域はどこですか。【○は１つだけ】 

「住吉」の割合が 34.7％と最も高く、次いで「片岡」の割合が 20.2％、「神戸」の割合が 19.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 ご職業はどれですか。【○は１つだけ】 

「会社員・公務員・団体職員」の割合が 38.2％と最も高く、次いで「無職（年金生活者を含む）」

の割合が 20.0％、「パート・アルバイト・内職など」の割合が 17.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 435
0.7
6.7

12.0 17.9 16.8 9.9 11.5 14.9 7.4 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住 吉 川 尻 片 岡 神 戸 大 幡 無回答

回答者数 =

　 435 34.7 19.3 20.2 19.5 4.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 435
0.9

7.1
38.2

1.4
1.8

17.7 8.7 20.0 1.1 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳・19歳 20歳代 30歳代

40歳代 50歳代 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75～79歳

無回答

学生 自営業

会社員・公務員・団体職員 農業・水産業

派遣・契約・嘱託など パート・アルバイト・内職など

家事専業（主婦・主夫） 無 職（年金生活者を含む）

その他 無回答
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問 あなたの世帯の家族構成はどれですか。【○は１つだけ】 

「親と子の２世代」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「夫婦のみ」の割合が 21.8％、「親と

子と孫の３世代」の割合が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 現在のお住まいには、何年住んでいますか。【○は１つだけ】 

「30 年以上」の割合が 41.6％と最も高く、次いで「20 年以上 30 年未満」の割合が 16.8％、

「10年以上 20年未満」の割合が 16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし 夫婦のみ 親と子の２世代

親と子と孫の３世代 その他 無回答

回答者数 =

　 435 8.7 21.8 44.1 17.9 4.8 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 435 3.0 12.0 7.6 16.6 16.8 41.6 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上

無回答
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（２）地域や近所との関わりについて 

問１ 普段、近所の人とどの程度のお付き合いをしていますか。【○は１つだけ】 

「会えばあいさつを交わす程度」の割合が 50.6％と最も高く、次いで「世間話や立ち話をする

程度」の割合が 29.9％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「会えばあいさつを交わす程度」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、20歳代で「ほとんど付き合っていない」の割合が高くなっていま

す。また、40歳代で「会えばあいさつを交わす程度」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほとんど付き合っていない

会えばあいさつを交わす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかける

困っている時に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答

回答者数 =

18歳・19歳 3

20歳代 29

30歳代 52

40歳代 78

50歳代 73

60～64歳 43

65～69歳 50

70～74歳 65

75～79歳 32

31.0

15.4

6.4

4.1

11.6

2.0

6.2

100.0

58.6

67.3

74.4

52.1

51.2

36.0

27.7

28.1

10.3

13.5

11.5

39.7

20.9

44.0

46.2

50.0

1.9

1.3

2.0

3.1

3.1

5.1

1.4

14.0

12.0

13.8

12.5

1.9

1.4

4.0

1.5

3.1

1.3

1.4

2.3

1.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 435

平成28年度調査 749

8.3

6.7

50.6

39.5

29.9

39.5

1.4

5.7

7.4

6.8

1.4

0.5

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【地区別】 

地区別でみると、他に比べ、大幡で「会えばあいさつを交わす程度」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

住  吉 151

川  尻 84

片  岡 88

神  戸 85

大  幡 18

7.3

9.5

6.8

11.8

49.0

46.4

56.8

51.8

66.7

31.1

33.3

25.0

28.2

22.2

0.7

2.3

2.4

5.6

8.6

7.1

6.8

4.7

5.6

2.6

1.2

1.1

0.7

2.4

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど付き合っていない

会えばあいさつを交わす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかける

困っている時に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答
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問２ あなたが困っている時、近所の人にどのようなことをしてほしいですか。 

【○は３つまで】 

「安否確認の声かけ」の割合が 58.2％と最も高く、次いで「災害や急病などの緊急時の対応」

の割合が 49.9％、「話し相手」の割合が 22.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、20歳代で「何もしてほしくない」の割合が高くなっています。ま

た、60～64歳で「話し相手」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

安
否
確
認
の
声
か

け 話
し
相
手 

ち
ょ
っ
と
し
た
買

い
物 

ゴ
ミ
出
し 

短
時
間
の
子
供
の

預
か
り
や
見
守
り 

外
出
（
通
院
な
ど
）

の
介
助 

車
で
の
送
迎 

災
害
や
急
病
な
ど

の
緊
急
時
の
対
応 

何
も
し
て
ほ
し
く

な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

18 歳・19 歳 3  66.7  33.3  － － － － － 66.7  － － － 

20 歳代 29  55.2  10.3  － 6.9  3.4  － 3.4  41.4  24.1  － － 

30 歳代 52  57.7  21.2  － － 11.5  － － 50.0  11.5  － 1.9  

40 歳代 78  50.0  15.4  1.3  1.3  15.4  － 2.6  47.4  19.2  － 2.6  

50 歳代 73  63.0  17.8  6.8  － 2.7  1.4  8.2  53.4  8.2  2.7  1.4  

60～64 歳 43  67.4  32.6  7.0  2.3  2.3  － 4.7  46.5  9.3  2.3  － 

65～69 歳 50  54.0  22.0  4.0  4.0  2.0  6.0  6.0  54.0  8.0  10.0  － 

70～74 歳 65  61.5  29.2  6.2  1.5  － 1.5  4.6  52.3  6.2  3.1  － 

75～79 歳 32  62.5  31.3  6.3  3.1  3.1  12.5  6.3  50.0  － 3.1  6.3  

  

回答者数 = 435 ％

安否確認の声かけ

話し相手

ちょっとした買い物

ゴミ出し

短時間の子供の預かりや見
守り

外出（通院など）の介助

車での送迎

災害や急病などの緊急時の
対応

何もしてほしくない

その他

無回答

58.2

22.3

3.9

1.8

6.0

2.1

4.6

49.9

10.8

2.5

1.6

0 20 40 60 80 100
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問３ お住まいの地域には、困っている場合に助け合う意識があると思いますか。 

【○は１つだけ】 

「全体的にあると思う」と「部分的にはあると思う」を合わせた“あると思う”の割合が 67.8％

と最も高く、次いで、「わからない」の割合が 18.4％、「あまりないと思う」と「全くないと思う」

を合わせた“ないと思う”の割合が 12.9％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「全体的にあると思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区別】 

地区別でみると、他に比べ、住吉で“あると思う”の割合が高くなっています。また、川尻で

“ないと思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ お住まいの地域に愛着がありますか。【○は１つだけ】 

「とても愛着がある」と「ある程度愛着がある」をあわせた“愛着がある"の割合が 76.1％と

最も高く、次いで「あまり愛着がない」と「まったく愛着がない」を合わせた”愛着がない“の

割合が 15.4％、「わからない」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

  

全体的にあると思う 部分的にはあると思う あまりないと思う

全くないと思う わからない 無回答

回答者数 =

住  吉 151

川  尻 84

片  岡 88

神  戸 85

大  幡 18

21.9

11.9

12.5

15.3

5.6

51.7

51.2

52.3

51.8

55.6

9.9

11.9

9.1

10.6

5.6

2.0

7.1

2.3

1.2

13.9

16.7

22.7

21.2

33.3

0.7

1.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても愛着がある ある程度愛着がある あまり愛着がない

まったく愛着がない わからない 無回答

回答者数 =

　 435 23.0 53.1 12.9 2.5 7.6 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 435

平成28年度調査 749

16.1

22.2

51.7

52.3

10.1

12.4

2.8

2.5

18.4

8.5

0.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【地区別】 

大幡で、“愛着がある"の割合が高くなっています。また、川尻で”愛着がない“の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ お住まいの地域には困りごとがありますか。【○は３つまで】 

「交通手段がない・少ない」の割合が 40.2％と最も高く、次いで「特に困りごとや不安は感じ

ていない」の割合が 23.2％、「地域のルールを守れない人がいる（ゴミ出し・ペット・騒音）」の

割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

住民同士の関わりがない

地域活動の担い手が少ない

地域のルールを守れない人がいる（ゴ
ミ出し・ペット・騒音）

地域住民が集える場所がない

高齢者に対する支援がない

交通手段がない・少ない

地域の環境整備（草刈りなど）がされ
ていない

困っていそうな人がいるがどうしていい
かわからない

特に困りごとや不安は感じていない

その他

無回答

11.3

19.1

20.0

6.7

6.7

40.2

17.7

3.4

23.2

5.7

2.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 =

住  吉 151

川  尻 84

片  岡 88

神  戸 85

大  幡 18

26.5

21.4

17.0

17.6

44.4

53.6

51.2

53.4

56.5

44.4

11.3

19.0

12.5

14.1

2.6

3.6

2.3

1.2

5.6

5.3

2.4

13.6

10.6

5.6

0.7

2.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても愛着がある ある程度愛着がある あまり愛着がない

まったく愛着がない わからない 無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20歳代で「交通手段がない・少ない」の割合が、60～64歳で「地

域の環境整備（草刈りなど）がされていない」の割合が高くなっています。また、70～74歳で「住

民同士の関わりがない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

住
民
同
士
の
関
わ
り
が
な
い 

地
域
活
動
の
担
い
手
が
少
な
い 

地
域
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
人
が

い
る
（
ゴ
ミ
出
し
・
ペ
ッ
ト
・
騒
音
） 

地
域
住
民
が
集
え
る
場
所
が
な
い 

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
が
な
い 

交
通
手
段
が
な
い
・
少
な
い 

地
域
の
環
境
整
備
（
草
刈
り
な
ど
）

が
さ
れ
て
い
な
い 

困
っ
て
い
そ
う
な
人
が
い
る
が
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い 

特
に
困
り
ご
と
や
不
安
は
感
じ
て

い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

18 歳・19 歳 3  － 33.3  － － － 66.7  33.3  － － － － 

20 歳代 29  6.9  3.4  17.2  3.4  6.9  62.1  6.9  － 27.6  6.9  － 

30 歳代 52  7.7  9.6  17.3  3.8  － 40.4  13.5  3.8  28.8  9.6  1.9  

40 歳代 78  7.7  17.9  19.2  2.6  5.1  37.2  20.5  3.8  24.4  6.4  3.8  

50 歳代 73  8.2  17.8  19.2  4.1  8.2  49.3  12.3  2.7  24.7  5.5  － 

60～64 歳 43  7.0  20.9  23.3  7.0  － 23.3  30.2  2.3  25.6  2.3  2.3  

65～69 歳 50  12.0  26.0  28.0  12.0  10.0  32.0  18.0  2.0  22.0  6.0  2.0  

70～74 歳 65  21.5  27.7  24.6  13.8  10.8  38.5  21.5  6.2  15.4  4.6  3.1  

75～79 歳 32  15.6  21.9  9.4  9.4  15.6  43.8  15.6  6.3  21.9  3.1  － 

 

【地区別】 

地区別でみると、他に比べ、住吉で「地域活動の担い手が少ない」の割合が、片岡で「高齢者

に対する支援がない」の割合が高くなっています。また、神戸で「特に困りごとや不安は感じて

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

住
民
同
士
の
関
わ
り
が
な
い 

地
域
活
動
の
担
い
手
が
少
な
い 

地
域
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
人
が

い
る
（
ゴ
ミ
出
し
・
ペ
ッ
ト
・
騒
音
） 

地
域
住
民
が
集
え
る
場
所
が
な
い 

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
が
な
い 

交
通
手
段
が
な
い
・
少
な
い 

地
域
の
環
境
整
備
（
草
刈
り
な
ど
）

が
さ
れ
て
い
な
い 

困
っ
て
い
そ
う
な
人
が
い
る
が
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い 

特
に
困
り
ご
と
や
不
安
は
感
じ
て

い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

住  吉 151  9.3  26.5  17.2  4.6  5.3  37.7  21.9  3.3  21.2  4.6  3.3  

川  尻 84  9.5  17.9  31.0  8.3  7.1  47.6  15.5  6.0  21.4  2.4  － 

片  岡 88  10.2  21.6  17.0  9.1  12.5  39.8  13.6  2.3  23.9  6.8  1.1  

神  戸 85  15.3  5.9  15.3  7.1  4.7  37.6  17.6  3.5  29.4  9.4  2.4  

大  幡 18  11.1  11.1  33.3  5.6  － 44.4  22.2  － 16.7  5.6  － 

  



9 

問６ 地域の困りごとをどこに相談しますか。【○は３つまで】 

「家族」の割合が 60.0％と最も高く、次いで「町役場などの行政機関」の割合が 29.2％、「友

人・知人」の割合が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 近所に住んでいる、何らかの支援を必要としている方（一人暮らしの高齢者、介

護をしている家族、子育て中の家族等）への支援（日常生活上の手助け・お手伝

い）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。【○は１つだけ】 

「近所に住む者として、できる範囲で支援したい」の割合が 35.6％と最も高く、次いで「支援

をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない」の割合が 27.6％、「支援をしたいが、何を

すればいいのかわからない」の割合が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

家族

親戚

友人・知人

隣近所の人

民生委員・児童委員

自治会・町内会

民間の相談機関

社会福祉協議会

町役場などの行政機関

障害者相談支援事業所

地域包括支援センター

その他

無回答

60.0

7.8

28.0

27.1

3.0

21.4

0.9

2.5

29.2

0.7

2.3

4.8

3.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 =

　 435 3.4 35.6 14.0 27.6 3.7 6.9
3.2

2.5
3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所に住む者として、積極的に支援したい

近所に住む者として、できる範囲で支援したい

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない

支援は町役場などがやる仕事なので、近所の者がしなくてもよい

余計なお世話になってしまうので、支援はしない

その他

わからない

無回答
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問８ 近所に、介護や、子育て等で困っている方がいた場合、あなたはどのようなこと

であれば、手助けができますか。【あてはまるものすべてに○】 

「安否確認の声かけ」の割合が 64.8％と最も高く、次いで「話し相手」の割合が 36.6％、「災

害や急病などの緊急時の対応」の割合が 33.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）社会福祉協議会について 

問９ 「吉田町社会福祉協議会」を知っていますか。【○は１つだけ】 

「名前は知っているが、活動内容はよく知らない」の割合が 60.5％と最も高く、次いで「名前

も活動内容も知らない」の割合が 23.7％、「名前も活動内容も知っている」の割合が 14.9％とな

っています。 

平成 28年度調査と比較すると、「名前も活動内容も知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

安否確認の声かけ

話し相手

ちょっとした買い物

ゴミ出し

短時間の子供の預かりや見
守り

外出（通院など）の介助

車での送迎

災害や急病などの緊急時の
対応

何もできない、したくない

その他

無回答

64.8

36.6

20.0

16.8

12.0

6.4

12.6

33.1

6.9

2.5

1.8

0 20 40 60 80 100

名前も活動内容も知っている

名前は知っているが、活動内容はよく知らない

名前も活動内容も知らない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 435

平成28年度調査 749

14.9

21.1

60.5

58.6

23.7

15.2

0.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、20 歳代で「名前も活動内容も知らない」の割合が、75～79 歳で

「名前も活動内容も知っている」の割合が高くなっています。また、年齢が高くなるにつれて「名

前も活動内容も知らない」の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区別】 

地区別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

18歳・19歳 3

20歳代 29

30歳代 52

40歳代 78

50歳代 73

60～64歳 43

65～69歳 50

70～74歳 65

75～79歳 32

33.3

3.4

7.7

5.1

20.5

25.6

10.0

18.5

31.3

33.3

31.0

40.4

62.8

58.9

62.8

86.0

69.2

59.4

33.3

65.5

50.0

30.8

20.5

9.3

4.0

12.3

9.4

1.9

1.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

住  吉 151

川  尻 84

片  岡 88

神  戸 85

大  幡 18

17.2

11.9

13.6

14.1

16.7

62.3

59.5

59.1

58.8

61.1

20.5

28.6

25.0

25.9

22.2

2.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も活動内容も知っている

名前は知っているが、活動内容はよく知らない

名前も活動内容も知らない

無回答
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問 10 社会福祉協議会は、町内の全世帯を会員として、様々な福祉課題の解決に向けて

活動や支援を行っています。社会福祉協議会が行う活動・支援として、今後、充

実してほしいことはどれですか。【○は３つまで】 

「高齢者に関する活動（高齢者の見守り活動・趣味のクラブ活動等への協力・老人施設等訪問）」

の割合が 52.6％と最も高く、次いで「災害時の救援などに関する活動」の割合が 35.4％、「子育

てに関する活動（託児・子育て相談や子育てサークル支援）」の割合が 30.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

高齢者に関する活動（高齢者の見守り活
動・趣味のクラブ活動等への協力・老人
施設等訪問）

障害のある人に関する活動（手話や音
読・点字訳による支援や外出支援、施設
訪問）

子育てに関する活動（託児・子育て相
談や子育てサークル支援）

保健に関する活動（健康教室等の支
援、献血ボランティアとしての活動）

青少年に関する活動（悩み相談や交
流、子ども会活動などの支援）

環境美化に関する活動（自然愛護や
美化活動、リサイクル運動）

福祉のまちづくりに関する活動（車椅
子による点検活動、福祉マップづくり）

差別の反対などすべての人々の人権
が尊重されるまちづくりを進める活動

国際交流に関する活動

災害時の救援などに関する活動

地域の行事のお手伝い

有償のボランティア活動（高齢者や障
害のある人への生活支援や子育て支
援等）

その他

無回答

52.6

21.4

30.8

5.7

14.3

22.5

8.5

15.2

2.8

35.4

9.2

15.6

2.1

3.0

0 20 40 60 80 100
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（４）地域包括支援センターについて 

問 11 「地域包括支援センター」を知っていますか。【○は１つだけ】 

「名前も活動内容も知らない」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「名前は知っているが、活

動内容はよく知らない」の割合が 35.4％、「名前も活動内容も知っている」の割合が 14.0％とな

っています。 

平成 28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、20歳代で「名前も活動内容も知らない」の割合が高くなっていま

す。また、70～74歳で「名前は知っているが、活動内容はよく知らない」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

18歳・19歳 3

20歳代 29

30歳代 52

40歳代 78

50歳代 73

60～64歳 43

65～69歳 50

70～74歳 65

75～79歳 32

33.3

6.9

11.5

5.1

17.8

18.6

10.0

16.9

21.9

24.1

30.8

33.3

30.1

37.2

38.0

49.2

43.8

66.7

65.5

53.8

59.0

50.7

41.9

48.0

27.7

25.0

3.4

3.8

2.6

1.4

2.3

4.0

6.2

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も活動内容も知っている

名前は知っているが、活動内容はよく知らない

名前も活動内容も知らない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 435

平成28年度調査 749

14.0

15.2

35.4

34.7

46.4

48.1

4.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【地区別】 

地区別でみると、他に比べ、大幡で「名前も活動内容も知っている」の割合が高くなっていま

す。また、神戸で「名前は知っているが、活動内容はよく知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 「吉田町地域包括支援センター」はどのような活動をしているところだと思いま

すか。【あてはまるものすべてに○】 

「在宅医療・介護連携の相談」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「介護方法の相談」の割合

が 69.8％、「介護保険制度の相談」の割合が 60.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

住  吉 151

川  尻 84

片  岡 88

神  戸 85

大  幡 18

13.9

11.9

12.5

12.9

22.2

36.4

33.3

34.1

42.4

16.7

47.7

51.2

48.9

38.8

55.6

2.0

3.6

4.5

5.9

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 215 ％

健康の相談

介護方法の相談

介護保険制度の相談

施設入所の相談

在宅医療・介護連携の相談

虐待の相談

権利擁護（成年後見制度）の
相談

その他

無回答

29.8

69.8

60.0

54.4

71.2

19.1

14.4

3.3

5.1

0 20 40 60 80 100

名前も活動内容も知っている

名前は知っているが、活動内容はよく知らない

名前も活動内容も知らない

無回答
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（５）ボランティア活動について 

問 13 ボランティア活動に参加していますか。【○は１つだけ】 

「参加したいと思わない」の割合が 55.2％と最も高く、次いで「参加していないが、参加した

い」の割合が 30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、20 歳代で「参加したいと思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加している 参加していないが、参加したい

参加したいと思わない 無回答

回答者数 =

　 435 9.0 30.3 55.2 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳・19歳 3

20歳代 29

30歳代 52

40歳代 78

50歳代 73

60～64歳 43

65～69歳 50

70～74歳 65

75～79歳 32

33.3

7.7

7.7

6.8

9.3

8.0

15.4

15.6

33.3

27.6

36.5

26.9

34.2

37.2

32.0

24.6

25.0

33.3

72.4

51.9

62.8

57.5

48.8

50.0

50.8

46.9

3.8

2.6

1.4

4.7

10.0

9.2

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 14 あなたは、今までに、どのようなボランティア活動に参加したことがあります

か。または、参加したいですか。【あてはまるものすべてに○】 

「環境美化に関する活動（自然愛護や美化活動、リサイクル運動）」の割合が 44.4％と最も高

く、次いで「地域の行事のお手伝い」の割合が 39.2％、「災害時の救援などに関する活動」の割

合が 31.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 171 ％

高齢者に関する活動（高齢者の見守り
活動・趣味のクラブ活動等への協力・
老人施設等訪問）
障害のある人に関する活動（手話や音
読・点字訳による支援や外出支援、施
設訪問）

子育てに関する活動（託児・子育て相
談や子育てサークル支援）

保健に関する活動（健康教室等の支
援、献血ボランティアとしての活動）

青少年に関する活動（悩み相談や交
流、子ども会活動などの支援）

環境美化に関する活動（自然愛護や
美化活動、リサイクル運動）

福祉のまちづくりに関する活動（車椅
子による点検活動、福祉マップづくり）

差別の反対などすべての人々の人権
が尊重されるまちづくりを進める活動

国際交流に関する活動

災害時の救援などに関する活動

地域の行事のお手伝い

有償のボランティア活動（高齢者や障
害のある人への生活支援や子育て支
援等）

その他

無回答

25.1

15.8

16.4

8.2

9.4

44.4

7.0

9.4

7.6

31.6

39.2

5.8

2.9

1.2

0 20 40 60 80 100
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問 15 どのような条件が整えばボランティア活動に参加しやすくなると思いますか。

【○は２つまで】 

「自分にあった時間や内容の活動があれば参加してみたい」の割合が 55.2％と最も高く、次い

で「自分の仕事や特技を生かせることがあれば参加してみたい」の割合が 21.1％、「友人や家族

と一緒に活動できるのであれば参加してみたい」の割合が 15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

自分にあった時間や内容の活動があ
れば参加してみたい

自分の仕事や特技を生かせることが
あれば参加してみたい

活動資金の補助、援助の充実がなさ
れるのであれば参加してみたい

（平日夜間や休日の）ボランティア講
座を受けてから参加してみたい

友人や家族と一緒に活動できるので
あれば参加してみたい

家族や職場の理解が得られれば参加
してみたい

自分の所属する学校や職場の活動で
あれば参加してみたい

ボランティアグループに入れるのであ
れば参加してみたい

身近な団体や活動内容に関する情報
があれば参加してみたい

活動の参加によるメリット（進学や就職
に有利、若干でも報酬がある等）があ
れば参加してみたい

どんな条件が整っても興味もなく、参
加してみたいとは思わない

その他

無回答

55.2

21.1

4.8

2.1

15.9

7.4

3.4

1.6

8.0

9.9

7.6

5.3

6.0

0 20 40 60 80 100
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【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、50歳代で「自分の仕事や特技を生かせることがあれば参加してみ

たい」の割合が高くなっています。また、70～74歳で「どんな条件が整っても興味もなく、参加

してみたいとは思わない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
分
に
あ
っ
た
時
間
や
内
容
の
活

動
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い 

自
分
の
仕
事
や
特
技
を
生
か
せ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い 

活
動
資
金
の
補
助
、
援
助
の
充
実

が
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
参
加
し

て
み
た
い 

（
平
日
夜
間
や
休
日
の
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
受
け
て
か
ら
参
加

し
て
み
た
い 

友
人
や
家
族
と
一
緒
に
活
動
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い 

家
族
や
職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
れ

ば
参
加
し
て
み
た
い 

18 歳・19 歳 3  66.7  100.0  － － 33.3  － 

20 歳代 29  65.5  17.2  3.4  － 27.6  10.3  

30 歳代 52  51.9  11.5  1.9  － 21.2  9.6  

40 歳代 78  55.1  21.8  6.4  2.6  16.7  10.3  

50 歳代 73  63.0  27.4  6.8  5.5  11.0  8.2  

60～64 歳 43  55.8  18.6  7.0  2.3  11.6  9.3  

65～69 歳 50  64.0  18.0  8.0  2.0  12.0  2.0  

70～74 歳 65  46.2  20.0  1.5  1.5  10.8  6.2  

75～79 歳 32  34.4  21.9  3.1  － 25.0  3.1  

 

区分 

自
分
の
所
属
す
る
学
校
や
職
場
の

活
動
で
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
入
れ

る
の
で
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い 

身
近
な
団
体
や
活
動
内
容
に
関
す

る
情
報
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た

い 活
動
の
参
加
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

（
進
学
や
就
職
に
有
利
、
若
干
で

も
報
酬
が
あ
る
等
）
が
あ
れ
ば
参

加
し
て
み
た
い 

ど
ん
な
条
件
が
整
っ
て
も
興
味
も

な
く
、
参
加
し
て
み
た
い
と
は
思

わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

18 歳・19 歳 － － － － － － － 

20 歳代 3.4  － － 27.6  6.9  － 3.4  

30 歳代 7.7  1.9  5.8  23.1  5.8  3.8  5.8  

40 歳代 6.4  1.3  1.3  10.3  6.4  7.7  2.6  

50 歳代 2.7  4.1  5.5  12.3  5.5  1.4  1.4  

60～64 歳 4.7  － 7.0  9.3  9.3  7.0  2.3  

65～69 歳 2.0  － 18.0  2.0  8.0  4.0  2.0  

70～74 歳 － 1.5  18.5  1.5  15.4  6.2  13.8  

75～79 歳 － － 9.4  － 3.1  12.5  21.9  
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（６）相談支援・福祉サービスに対する意識について 

問 16 日々の生活において、主にどのような悩みや不安を感じていますか。 

【○は２つまで】 

「自分や家族の老後のこと」の割合が 47.1％と最も高く、次いで「自分や家族の健康のこと」

の割合が 37.0％、「災害時の備えのこと」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

自分や家族の健康のこと

自分や家族の老後のこと

生きがいに関すること

子育て関係に関すること

介護に関すること

経済的な問題

隣近所との関係

住宅のこと

地域の治安こと

災害時の備えのこと

人権問題に関すること

悩みや不安はない

その他

無回答

37.0

47.1

7.1

9.7

9.9

19.5

3.2

3.7

2.8

20.0

0.0

6.9

1.8

1.6

0 20 40 60 80 100
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問 17 家族や友人で解決できない悩みや不安について、誰に、もしくはどこに相談しま

すか。【あてはまるものすべてに○】 

「町の相談窓口や職員」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「どこに相談してよいかわからな

い」の割合が 23.2％、「医療機関（医師・看護師等）や薬局」の割合が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

近所の人

学校の先生

職場の上司や同僚

町の相談窓口や職員

民生委員・児童委員

人権擁護委員

自治会などの役員

社会福祉協議会の窓口や職
員

地域包括支援センター・介護
支援専門員（ケアマネ
ジャー）

保健所の窓口や職員

（公的な）福祉サービスの事
業所やその職員

医療機関（医師・看護師等）
や薬局

NPO やその他の民間団体

ボランティア

どこに相談してよいかわから
ない

相談できる人や場所がない

その他

無回答

10.1

3.4

16.1

28.3

5.7

1.1

4.4

9.4

12.4

6.7

9.4

19.5

1.4

0.2

23.2

5.7

5.7

5.3

0 20 40 60 80 100
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問 18 町では、役場福祉課の相談窓口や社会福祉協議会、地域の民生委員・児童委員、

地域包括支援センター等において福祉相談に対応しています。あなたは、現在の

相談支援体制は十分だと思いますか。【○は１つだけ】 

「わからない」の割合が 72.9％と最も高く、次いで「十分だと思う」、「足りないと思う」の割

合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 どのようなことが足りないと思いますか。【あてはまるものすべてに○】 

「気軽に相談できる場所がない」の割合が 52.6％と最も高く、次いで「どこに相談したらよい

かわからない」の割合が 35.1％、「専門的に相談できる場所がない」の割合が 31.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

十分だと思う 足りないと思う わからない 無回答

回答者数 =

　 435 13.1 13.1 72.9 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 57 ％

気軽に相談できる場所がない

近くに相談できる場所がない

総合的に相談できる場所がない

専門的に相談できる場所がない

どこに相談したらよいかわからない

その他

無回答

52.6

15.8

29.8

31.6

35.1

7.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 20 多くの福祉サービスは、利用者が自由にサービスを選んで利用できるようになり

ました。利用者が自分に最適のサービスを安心して利用するためには、町では今

後どのようなことに取り組む必要があると思いますか。【○は２つまで】 

「福祉サービスに関する情報（例：サービスの利用料金等）の提供を充実させる」の割合が

52.9％と最も高く、次いで「適切な相談対応やサービス選択の支援ができる体制を整える」の割

合が 34.7％、「行政やサービス事業者の情報公開を進める」の割合が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

福祉サービスに関する情報（例：サービスの利
用料金等）の提供を充実させる

適切な相談対応やサービス選択の支援ができ
る体制を整える

サービスに関する苦情や事業者とのトラブル解
決の支援体制を整える

サービスの内容を評価する仕組みを整える

行政やサービス事業者の情報公開を進める

住民が福祉にかかわる法律や制度を学習でき
る機会を増やす

サービス利用者の権利を保護する仕組みを作る

その他

わからない

無回答

52.9

34.7

6.4

6.4

19.5

10.3

6.0

1.4

13.3

3.0

0 20 40 60 80 100
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問 21 福祉サービスに関する情報はどこから入手していますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

「町の広報紙やパンフレット」の割合が 47.6％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が

24.8％、「家族・親戚」の割合が 23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

家族・親戚

友人・知人

近所の人

民生委員・児童委員

学校や職場

町の広報紙やパンフレット

町のホームページ

町の窓口（保健センターなども含む）

社会福祉協議会の窓口や広報・パン
フレット

地域包括支援センター・介護支援専門
員（ケアマネジャー）

（公的な）福祉サービスの事業所また
はその職員

保健所

医療機関（医師・看護師等）や薬局

NPO やその他の民間団体

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等

町の公式LINE

その他

特にない

無回答

23.2

24.8

10.1

2.1

6.4

47.6

19.1

12.6

12.9

11.5

3.7

1.1

7.8

0.5

15.4

10.1

0.9

19.8

1.6

0 20 40 60 80 100
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（７）成年後見制度について 

問 22 成年後見制度を知っていますか。【○は１つだけ】 

「制度名は聞いたことはあるが、内容までは知らない」の割合が 40.2％と最も高く、次いで「制

度名も、内容も知らない」の割合が 36.8％、「制度名も、内容も知っている」の割合が 21.6％と

なっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「制度名も、内容も知っている」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 あなたやあなたの親族が認知症などにより、物事を判断する能力が十分でなくな

ったときに、成年後見制度を利用したいと思いますか。【○は１つだけ】 

「今のところわからない」の割合が 60.2％と最も高く、次いで「利用したいと思う」の割合が

32.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用したいと思う 利用したくない 今のところわからない 無回答

回答者数 =

　 435 32.2 6.0 60.2 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度名も、内容も知っている

制度名は聞いたことはあるが、内容までは知らない

制度名も、内容も知らない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 435

平成28年度調査 749

21.6

9.3

40.2

40.9

36.8

47.4

1.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８）災害時の避難について 

問 24 地震や風水害などが起こった時、あなたは避難場所などの安全な場所へ１人で避

難できますか。【○は１つだけ】 

「はい」の割合が 74.7％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、他に比べ、20歳代で「わからない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区別】 

地区別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ わからない 無回答

回答者数 =

　 435 74.7 6.7 16.3 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳・19歳 3

20歳代 29

30歳代 52

40歳代 78

50歳代 73

60～64歳 43

65～69歳 50

70～74歳 65

75～79歳 32

66.7

62.1

69.2

78.2

79.5

83.7

80.0

70.8

65.6

6.9

9.6

2.6

1.4

4.0

15.4

18.8

33.3

27.6

21.2

17.9

19.2

9.3

14.0

13.8

9.4

3.4

1.3

7.0

2.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

住  吉 151

川  尻 84

片  岡 88

神  戸 85

大  幡 18

78.1

72.6

71.6

75.3

72.2

4.6

6.0

9.1

7.1

11.1

15.9

17.9

18.2

15.3

16.7

1.3

3.6

1.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【家族構成別】 

家族構成別でみると、他に比べ、ひとり暮らしで「わからない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 災害時、避難する時にあなたができることはありますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

「避難時の声かけ」の割合が 73.1％と最も高く、次いで「避難所まで一緒に歩く」の割合が

62.8％、「手助けが必要な人がいることを避難所へ伝える」の割合が 53.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

ひとり暮らし 38

夫婦のみ 95

親と子の２世代 192

親と子と孫の３世代 78

その他 21

65.8

71.6

78.1

73.1

85.7

5.3

9.5

5.2

6.4

9.5

28.9

15.8

15.6

17.9

3.2

1.0

2.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 435 ％

避難時の声かけ

避難所まで一緒に歩く

車いすなどを押すなどの介助

手助けが必要な人がいることを避難所
へ伝える

在宅避難の手助け（自宅の2 階への
避難補助や、自宅への物資供給や情
報提供の手助け）

何もできない、したくない

その他

無回答

73.1

62.8

46.7

53.6

23.7

3.9

2.3

2.3

0 20 40 60 80 100

はい いいえ わからない 無回答
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問 26 町では、災害時の避難に特に配慮が必要な方の情報を掲載した「避難行動要支援

者名簿」を作成しています。この取組を知っていますか。【○は１つだけ】 

「はい」の割合が 19.1％、「いいえ」の割合が 78.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【一人での避難の可否別】 

一人での避難の可否別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 災害時に地域の住民同士が協力し合えるためには、どのようなことが必要だと思

いますか。【あてはまるものすべてに○】 

「支援が必要な人の手助けを地域みんなで考える」の割合が 51.7％と最も高く、次いで「地域

内での自主防災組織づくり」、「福祉サービス事業者や行政との連携」の割合が 34.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 =

　 435 19.1 78.2 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

はい 325

いいえ 29

わからない 71

20.3

10.3

16.9

77.8

82.8

80.3

1.8

6.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 435 ％

支援が必要な人の手助けを地域みん
なで考える

地域内での自主防災組織づくり

定期的な防災訓練の実施

地域で防災に関する勉強会を開催

福祉サービス事業者や行政との連携

その他

特になし

無回答

51.7

34.9

31.7

14.7

34.9

3.9

6.7

3.7

0 20 40 60 80 100
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（９）今後の地域福祉のあり方について 

問 28 地域福祉への関心がありますか。【○は３つまで】 

「老老介護」の割合が 35.2％と最も高く、次いで「居場所づくり」の割合が 26.2％、「特にな

い」の割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

８０５０問題

ダブルケア

老老介護

若年から中高年の引きこもり

子どもの貧困

子どもや高齢者等への虐待

ゴミ屋敷

ヤングケアラー

成年後見制度

災害時避難行動要支援者

再犯防止

セルフネグレクト

子ども食堂

居場所づくり

不登校

差別・偏見・いじめ

特にない

その他

無回答

13.1

11.3

35.2

8.0

11.0

9.2

5.1

11.7

3.7

12.9

2.8

6.4

8.0

26.2

6.0

13.3

14.9

0.5

6.0

0 20 40 60 80 100
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問 29 町民として取り組むべきことはどんなことだと思いますか。【○は３つまで】 

「災害に備え地域で協力し合うこと」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「高齢者や子ども、

障がい者に対し、理解を深めること」の割合が 38.2％、「地域の住民同士の交流の機会を増やす

こと」の割合が 31.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

ボランティアや地域活動の参加を増や
すこと

地域の住民同士の交流の機会を増や
すこと

災害に備え地域で協力し合うこと

高齢者や子ども、障がい者に対し、理
解を深めること

地域福祉に関する施策や事業の計
画・評価に住民が参画すること

地域福祉活動への関心を持つこと

防犯活動に参加すること

在日外国人等への異文化への理解を
深めること

特にない

その他

無回答

17.7

31.5

44.1

38.2

10.1

30.3

8.3

7.1

7.6

1.4

3.7

0 20 40 60 80 100
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問 30 今後、町が取り組むべき施策は、どれを優先して充実すべきだと思いますか。

【○は３つまで】 

「身近なところでの相談窓口の充実」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「福祉に関する情報

提供や意識啓発」の割合が 30.6％、「住民同士が気軽に立ち寄れる交流の場・機会の提供」の割

合が 22.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

福祉に関する情報提供や意識啓発

学校や地域での福祉教育の充実

地域福祉活動を推進する人材の育成

ＮＰＯやボランティア活動の参加促進
や支援

住民同士が気軽に立ち寄れる交流の
場・機会の提供

住民がともに支えあう仕組みづくりへ
の支援（住民同士や行政との協力・連
絡など、助けあう組織）

身近なところでの相談窓口の充実

子育て、高齢、障がいなど分野を問わ
ない包括的な相談窓口の充実

生活困窮者の自立支援

サービス利用者などを保護する権利擁
護や苦情対応などの取組

災害時の避難に支援の必要な人への
対策

福祉のまちづくりの普及、推進

その他

わからない

無回答

30.6

17.7

13.8

4.8

22.3

20.9

33.6

20.0

9.0

3.7

20.0

13.3

2.5

7.6

3.9

0 20 40 60 80 100
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２ 団体調査 

（１）日ごろの活動・業務について 

問２ 貴団体は、どのような活動・業務を行っていますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

「地域の清掃・美化」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「高齢者を対象とした福祉活動」、

「青少年育成・支援」、「防犯・地域の安全活動」の割合が 38.5％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「子育て支援」の割合が増加しています。一方、「防災活動」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 日ごろ活動・業務を行っている会員・メンバー等は何人ですか。※令和３年４月

１日現在の人数でお答えください。【○は１つだけ】 

「10～30 人」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「100 人以上」の割合が 23.1％、「10 人未

満」、「50～70人」の割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 13 15.4 46.2 15.4 23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

高齢者を対象とした福祉活動

障がいのある方を対象とした
福祉活動

子育て支援

青少年育成・支援

地域の清掃・美化

防犯・地域の安全活動

防災活動

様々な人々が交流できる居
場所づくり

自助グループ、相互援助グ
ループ

地域の医療

事業者の経営改善支援と地
域振興

その他

無回答

38.5

30.8

15.4

38.5

46.2

38.5

38.5

23.1

15.4

0.0

0.0

7.7

0.0

40.0

40.0

10.0

50.0

70.0

60.0

70.0

50.0

40.0

10.0

10.0

20.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）

 
10人未満 10～30人 30～50人

50～70人 70～100人 100人以上

無回答
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問４ 日ごろ活動・業務を行っているメンバー・職員の年齢層は何歳代が中心ですか。

「最も多い年代」と「次に多い年代」を次から選び、下の回答欄に数字を記入し

てください。 

①最も多い年代 

「60代」、「70代以上」の割合が 30.8％と最も高く、次いで「30代」、「40代」の割合が 15.4％

となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「60代」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②次に多い年代 

「60代」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「70代以上」の割合が 23.1％、「40代」、「50代」

の割合が 15.4％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「70代以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 貴団体は、活動・業務を始めてからどれくらいになりますか。通算の年数でお答

えください。【○は一つだけ】 

「20 年以上」の割合が 69.2％と最も高く、次いで「10 年以上 20 年未満」の割合が 15.4％と

なっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「10年以上 20年未満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和３年度調査 13

平成28年度調査 10

15.4 15.4 7.7

10.0

30.8

70.0

30.8

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 13

平成28年度調査 10

7.7

10.0

15.4

10.0

15.4 38.5 23.1

70.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 13

平成28年度調査 10

7.7 15.4 69.2

80.0

7.7

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

わからない 無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答
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問６ 貴団体が、活動・業務を行う上での運営上の問題点・課題についてお答えくださ

い。【あてはまるものすべてに○】 

「メンバー・職員が高齢化している」の割合が 69.2％と最も高く、次いで「一緒に活動するメ

ンバー・職員が少ない、不足している」、「後継者がいない又は育たない」、「専門知識が不足して

いる」の割合が 38.5％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「メンバー・職員が高齢化している」の割合が増加しています。

一方、「活動・業務のための資金の確保が難しい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

一緒に活動するメンバー・職
員が少ない、不足している

メンバー・職員が高齢化して
いる

後継者がいない又は育たな
い

活動・業務のための場所の
確保が難しい

活動・業務のための資金の
確保が難しい

行政との連携が取りにくい

同じ分野・活動( 業務) 内容
の個人・団体とのネットワーク
がない
異なる分野・活動( 業務) 内
容の個人・団体とのネット
ワークがない

地域の情報が得にくい

専門知識が不足している

活動・業務内容の情報発信
が十分できていない

その他

特にない

無回答

38.5

69.2

38.5

0.0

7.7

0.0

7.7

7.7

15.4

38.5

30.8

23.1

0.0

7.7

50.0

60.0

50.0

10.0

30.0

10.0

0.0

0.0

20.0

30.0

20.0

0.0

30.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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問７ 活動・業務を行う上で、行政にどのような支援を求めますか。【○は３つまで】 

「先進的な活動・業務事例の紹介」、「地域情報の提供」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「住

民への地域福祉に関する意識の啓発」の割合が 30.8％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「専門性を持った人材や団体の紹介」の割合が増加しています。

一方、「活動・業務の担い手となる育成支援」「活動費・事業費などの経済的な支援」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

活動・業務の担い手となる育
成支援

活動費・事業費などの経済的
な支援

先進的な活動・業務事例の
紹介

地域情報の提供

活動・業務について相談でき
る機会の充実

住民への地域福祉に関する
意識の啓発

その他

特にない

活動・業務の場所の確保に
関する支援

団体や組織間の連携支援

専門性を持った人材や団体
の紹介

情報発信に関する支援

無回答

23.1

23.1

38.5

38.5

15.4

30.8

7.7

0.0

7.7

7.7

23.1

15.4

7.7

50.0

50.0

30.0

30.0

0.0

40.0

0.0

10.0

10.0

20.0

10.0

10.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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問 10 日ごろの活動・業務において、必要な情報をどこから入手していますか。【あて

はまるものすべてに○】 

「社会福祉協議会」の割合が 69.2％と最も高く、次いで「広報や町のパンフレット」の割合が

61.5％、「町内会・自治会」、「町のホームページ」の割合が 46.2％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「町のホームページ」の割合が増加しています。一方、「広報や

町のパンフレット」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

広報や町のパンフレット

町の窓口

町内会・自治会

地域包括支援センター

地域子育て支援センター

民生委員・児童委員

市民活動団体( ＮＰＯ法人な
ど)

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌等

フェイスブック・ツイッター等の
ＳＮＳ

その他

町のホームページ

町以外の行政機関の窓口

社会福祉協議会

相談支援事業所

医師会、歯科医師会、薬剤
師会

ケアマネジャー、ヘルパー等

商工会

インターネット( 町のホーム
ページ以外)

無回答

61.5

38.5

46.2

23.1

0.0

30.8

30.8

38.5

0.0

23.1

46.2

15.4

69.2

15.4

7.7

7.7

23.1

38.5

0.0

90.0

50.0

30.0

40.0

30.0

20.0

10.0

30.0

0.0

0.0

10.0

10.0

70.0

20.0

0.0

10.0

0.0

20.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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問 11 貴団体は、町の子ども、高齢者、障がいのある方などの福祉に関する情報を入手

できていますか。【○は 1つだけ】 

「ほぼ入手できている」の割合が 69.2％と最も高く、次いで「ほとんど入手できていない」の

割合が 30.8％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「ほとんど入手できていない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 町からの情報について、どのように感じていますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

「情報量が少ない」、「特に問題は感じていない」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「どこで

情報を入手すればよいかわからない」の割合が 23.1％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「どこで情報を入手すればよいかわからない」の割合が増加し

ています。一方、「情報伝達が遅い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 13

平成28年度調査 10 10.0

69.2

70.0

30.8

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

情報量が少ない

情報伝達が遅い

情報の内容がわかりにくい

視覚障がいのある方への音
声コードなど、適切な媒体を
通しての情報提供が少ない

どこで情報を入手すればよい
かわからない

その他

特に問題は感じていない

無回答

46.2

7.7

15.4

0.0

23.1

7.7

46.2

0.0

40.0

40.0

20.0

10.0

10.0

10.0

40.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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（２）地域の生活課題について 

問 13 ふだんの活動・業務を通じて感じている地域の課題には、どのようなことがあり

まか。【あてはまるものすべてに○】 

「障がいのある人や高齢者が暮らしやすい環境づくり」の割合が 69.2％と最も高く、次いで

「高齢者の社会参加や生きがいづくり」の割合が 61.5％、「地域活動を行う人材不足」の割合が

53.8％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」の割合が増加していま

す。一方、「障がい者の生活支援」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

地域の人たちのつきあい方

地域文化の伝承

異なる世代との交流

障がいのある人や高齢者が
暮らしやすい環境づくり

道路や住宅の整備

雇用・労働環境

ゴミ屋敷・空き家

在宅高齢者の介護、見守り
や生活支援

少子化・高齢化

高齢者の社会参加や生きが
いづくり

子どもの遊び場づくり

子どものしつけや教育、子育
てに関する支援

母子家庭や父子家庭の支援

障がい者の生活支援

子どもや高齢者への虐待、配
偶者への暴力( ドメスティッ
ク・バイオレンス）

医療について

地域活動を行う人材不足

その他

無回答

38.5

30.8

46.2

69.2

30.8

15.4

23.1

46.2

46.2

61.5

15.4

7.7

7.7

23.1

15.4

15.4

53.8

0.0

15.4

30.0

10.0

50.0

80.0

10.0

0.0

20.0

40.0

60.0

40.0

30.0

10.0

20.0

40.0

10.0

20.0

70.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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問 14 災害時に支え合う地域づくりには、日ごろからどのような取組が必要だと思いま

す【あてはまるものすべてに○】 

「日ごろからの近所づきあい」の割合が 84.6％と最も高く、次いで「安否確認・支援の仕組み

づくり」の割合が 76.9％、「避難行動要支援者の把握」の割合が 61.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「安否確認・支援の仕組みづくり」の割合が増加しています。

一方、「町内会・自治会など他団体との交流・情報交換」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

日ごろからの近所づきあい

安否確認・支援の仕組みづく
り

防災訓練・避難訓練

自主防災組織の結成と強化

避難行動要支援者の把握

消火器や災害時に頼りになり
そうな人材など、地域資源の
確認

町内会・自治会など他団体と
の交流・情報交換

その他

無回答

84.6

76.9

46.2

53.8

61.5

46.2

53.8

0.0

0.0

80.0

70.0

70.0

60.0

80.0

50.0

80.0

0.0

0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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（３）町の地域福祉について 

問 16 地域課題に取組むための地域の担い手を増やすには、どのようにしたらよいとお

考えですか。【あてはまるものすべてに○】 

「身近な地域で気軽に参加できるように、ボランティア・市民団体（ＮＰＯ法人など）などの

広報啓発や、行事などの開催」の割合が 76.9％と最も高く、次いで「住民が、地域福祉について

関心を深めるための福祉教育の推進」の割合が 69.2％、「ボランティア、ＮＰＯ法人などへの活

動支援」、「若い人や元気な高齢者の参加を促す」の割合が 61.5％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「身近な地域で気軽に参加できるように、ボランティア・市民

団体（ＮＰＯ法人など）などの広報啓発や、行事などの開催」の割合が増加しています。一方、

「教育機関における福祉教育・学習の推進」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

教育機関における福祉教育・学習の推進

住民が、地域福祉について関心を深めるため
の福祉教育の推進

ボランティア、ＮＰＯ法人などへの活動支援

身近な地域で気軽に参加できるように、ボラン
ティア・市民団体（ＮＰＯ法人など）などの広報
啓発や、行事などの開催

知識・技術を有する人材の育成

若い人や元気な高齢者の参加を促す

商店、企業などの、地域の担い手としての取組
の紹介

その他

わからない

無回答

53.8

69.2

61.5

76.9

38.5

61.5

15.4

0.0

0.0

0.0

70.0

70.0

60.0

70.0

0.0

0.0

10.0

20.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）
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問 17 これからの吉田町の地域福祉は何を重点にすべきだと思いますか。 

【○は３つまで】 

「健康や生きがいづくりへの支援」の割合が 53.8％と最も高く、次いで「一人暮らし高齢者や

認知症高齢者の見守り支援」、「住民がお互いに助け合い、地域課題を解決できる仕組みづくり」

の割合が 46.2％となっています。 

平成 28年度調査と比較すると、「一人暮らし高齢者や認知症高齢者の見守り支援」の割合が増

加しています。一方、「子育て家庭への支援」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

子育て家庭への支援

一人暮らし高齢者や認知症
高齢者の見守り支援

健康や生きがいづくりへの支
援

障がいのある方が地域で自
立して生活することのできる
施策の充実

生活困窮者の自立を支援す
る施策の充実

避難行動要支援者への支援

住民がお互いに助け合い、地
域課題を解決できる仕組みづ
くり

質の高い福祉人材の育成

福祉サービスに関するわかり
やすい情報の提供

気軽に相談できる体制の充
実

認知症高齢者の金銭管理や
市民後見人の養成などの権
利擁護の推進

気軽に集まり交流できる場の
充実

ボランティアや市民活動団体
（ＮＰＯ法人など）などへの支
援

その他

わからない

無回答

7.7

46.2

53.8

15.4

7.7

30.8

46.2

23.1

7.7

30.8

15.4

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

30.0

20.0

30.0

10.0

0.0

10.0

60.0

10.0

10.0

20.0

0.0

0.0

10.0

0.0

0.0

30.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 13）

平成28年度調査

（回答者数 = 10）


